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治
 
 
 

明
治
四
末
七
月
十
五
日
 
殿
様
事
 
 
 

知
事
様
と
相
唱
候
処
東
京
御
住
居
 
 
 

被
仰
出
二
付
御
家
族
様
迄
も
国
方
 
 
 

御
引
払
御
上
京
被
遊
候
 
知
事
職
 
 
 

御
免
国
道
追
而
御
沙
汰
相
成
候
迄
 
 
 

ハ
大
参
事
以
下
先
ツ
是
迄
之
通
取
 
 
 

計
可
申
御
触
七
月
晦
日
 
割
庄
屋
 
 
 

廻
村
二
而
被
申
渡
候
事
 
 
 

明
治
五
年
四
月
、
広
島
県
下
を
十
 
 

七
大
区
・
一
六
九
小
区
に
分
け
、
こ
 
 

の
時
に
安
芸
郡
は
三
大
区
で
海
田
 
 

市
・
加
藤
 
沢
方
を
借
受
け
大
区
用
 
 

所
に
取
り
調
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
 
 

元
郡
用
御
役
所
出
張
所
で
御
代
官
勤
 
 

番
屋
敷
で
あ
っ
た
所
で
す
。
 
 

星
ノ
 
 

唐
風
窟
畢
藤
轡
 
 

時
 
代
 
 
 

三
大
区
の
区
長
に
は
国
枝
文
静
 
 

（
与
助
）
 
戸
長
は
沢
原
繁
太
郎
、
他
 
 

に
副
戸
長
六
名
が
選
任
さ
れ
、
熊
野
 
 

村
か
ら
は
佐
々
木
高
仙
（
城
健
太
郎
）
 
 

が
副
戸
長
に
列
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

当
時
の
熊
野
・
川
角
は
五
小
区
で
 
 

青
山
次
征
（
陣
山
）
・
佐
々
木
祐
四
郎
 
 

（
山
田
屋
）
 
が
用
係
に
任
命
さ
れ
ま
 
 

し
た
。
 
 
 

明
治
五
㌔
年
「
熊
野
筆
墨
商
高
」
 
 

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
り
 
 

ま
す
。
 
 

一
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筆
凡
 
四
 
千
 
両
 
 

｛
絹
醐
地
表
 
 

一
、
墨
 
 
三
 
千
 
両
 
 

軍
丁
上
ミ
方
仕
入
 
 
 

〆
但
右
之
外
墨
筆
共
上
方
こ
て
仕
 
 

入
方
々
江
積
下
シ
之
分
ハ
相
 
 

分
り
不
申
候
 
 

一
、
村
内
筆
職
之
者
共
男
女
老
若
共
 
 

凡
 
百
弐
拾
人
 
 

右
申
上
候
 
巳
上
 
 

㍉
（
明
治
五
年
）
熊
野
村
 
 

十
一
月
廿
一
日
 
祐
四
郎
 
 

山
下
成
一
殿
 
 
 

明
治
三
年
に
新
貨
幣
が
鋳
造
さ
 
 
 

れ
、
金
銭
廿
円
～
壱
円
迄
銀
銭
一
 
 
 

円
～
一
厘
銭
迄
嗣
銭
と
も
一
般
御
 
 
 

開
御
布
令
相
成
候
 
 
 

と
あ
り
ま
す
か
ら
一
両
は
一
円
也
 
 

と
解
釈
す
べ
き
で
す
。
 
 
 

当
時
（
明
治
五
）
役
人
の
給
料
は
、
 
 

一
、
区
長
 
月
給
 
拾
八
両
也
 
 

一
、
戸
長
 
岡
 
 
拾
五
両
也
 
 

一
、
副
戸
長
〃
 
 
拾
弐
両
ヅ
～
也
 
 

小
区
用
係
（
村
長
）
 
は
一
ケ
年
給
拾
 
 

五
両
也
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

明
治
十
一
年
に
「
郡
区
町
村
編
成
 
 

方
」
が
発
布
さ
れ
て
こ
の
大
区
小
区
 
 

制
は
廃
止
さ
れ
郡
に
は
郡
長
・
区
に
 
 

は
区
長
・
町
村
に
は
戸
長
が
お
か
れ
 
 

ま
し
た
。
 
 

毀
 
 

人
心
｝
塵
喪
主
可
僧
∫
長
一
 
 

。
 
 

｝
 
 

・
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－
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ウ
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々
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丞
丸
ヰ
や
～
五
経
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一
，
鼓
＊
正
室
・
一
恥
畑
山
 
 

つ
冷
l
－
ハ
即
匝
鼻
久
〃
カ
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見
1
い
お
j
－
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用
 
 

水
．
j
列
帰
島
結
】
や
隠
 
 

せ
了
－
科
し
′
阿
吐
誉
完
 
 

李
、
さ
・
エ
 
両
村
、
上
 
 

一
ゲ
．
け
サ
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・
了
見
 
 

篭
卓
東
風
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